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これからのＩＰＰＳ-Ｊ
～新会長からのお願い～

宮崎大学 農学部・ ＩＰＰＳ-Ｊ 会長　鉄村　琢哉

IPPS-J  ニュースレター

　　　皆様良い年をお迎えのことと存じ上げます。

このたび新会長を仰せつかりました鉄村です。

よろしくお願い申し上げます。

　地方大学の一教員で、学生と共に果樹の研

究を進めながら日々を過ごしている私は、ＩＰ

ＰＳ-Ｊに入会してからしばらくの間、ブラッ

クブックを入手したいだけの幽霊会員でした。

２００７年に私の住む宮崎で開催された第１４

回大会の実行委員の一人として理事代理とな

り、それ以来、理事会に関わるようになりまし

た。理事会に出席するたびに「会を何とか活性

化しないと、、、」という話題が上り、議論を重ね、

いろんな行動（アンケート調査やニュースレ

ターの充実等）をしてきましたが、残念ながら

その行動により大いに活性化したとはいえる状

況ではありません。活性化しないとＩＰＰＳ-

Ｊがどうなるかはホームページに掲載の最新の

理事会議事録を見ていただければわかります。

１２年前の半数に減った現会員の会費のみで

は、ＩＰＰＳ-Ｊを維持することはできません。

議事録には会員数が２００名になると収支が釣

り合うと書かれています。また、現在の会員数

もホームページに掲載されています。

　そのような状況の中、昨年の愛知大会は近

年の大会では最も多数の参加者を迎え、無事

に終えることができました。実行委員長の水谷

理事を中心に手際よく運営されていることに感

心し、様々なイベントのどれもが印象に残って

います。懇親会でタクト（株）の西川さんが「こ

んなすばらしい会が無くなるのはもったいな

い。皆さんも入会して下さい。」と発言された

時は、思わずその通りだと相槌を打たせて頂

〔ＩＨＣ２０１４（国際園芸学会議）実行委員長Ｄｒｅｗ教授と研究室の学生らと一緒に撮影〕



これからのＩＰＰＳ-Ｊ～新会長からのお願い～

きました。一方、タイから参加していた斉藤さ

んが「ＩＰＰＳ-Ｊが私の命よりも続くことを

祈っています。」と乾杯のご発声をされたとき

は、ちょっと胸がつかえてしまいました。

　宮崎県では、知事が「県民総力戦」を掲げ、

口蹄疫等、多くの問題に対処してきました。Ｉ

ＰＰＳ-Ｊも会員一人一人が、この会を存続さ

せるためには何をすべきかを考える時期に来

ていると思います。私は会員を増やして頂くの

が最も良いアイディアだと考えていますが、他

にも会を活性化するために良いアイディアがあ

れば是非、教えて下さい。「入会するとどんな

メリットがあるのか？」と尋ねられることがあ

りますが、「大会に参加するとわかります。」と

伝えるのが一番良いのではないかと愛知大会

に参加して感じました。皆さんはどのようなこ

とがＩＰＰＳ-Ｊ入会のメリットだと思われて

いるのでしょうか？もちろん、このニュースレ

ターも毎回、楽しく読ませてもらっています。

　来年はいよいよ国際理事会が日本で開催さ

れます。石井理事を中心にその準備を進めて

いるところです。また今年の愛媛大会は大橋副

会長を中心に準備が進められています。こんな

大変な時に、国内では一番南に在住している

会員の私が会長になるのは足を引っ張ってい

ると思われてしまいそうですが、インターネッ

ト時代のこの世の中、文字や写真、そして動画

による情報の交換においては地球上の何処に

住んでいてもデメリットはありませんので引き

受けさせて頂きました。そして、そういう時代

だからこそ、face to face が非常に重要になっ

てくるのではないでしょうか。

　それでは、いろんな人に声をかけてから１０

月に道後温泉でお会いしましょう。皆様と共に

ＩＰＰＳ-Ｊのさらなる発展を願っております。

【期日】２０１１年５月２６日(木)－２９日(日)

【場所】オーストラリア　シドニー

今年のＩＰＰＳの世界大会は下記の要領で開催されます。どなたか是非ともお出かけ下さい。

ＩＰＰＳ世界大会の開催

【会費】詳細はインターネットをご覧ください。

【ＨＰアドレス】http://www.ipps.org.au/confer.html

― ２ ―



海外で学んだ大きな力

有限会社スコレー 大内　盛勢

　大学卒業後海外へ。アメリカのロサンゼ

ルス近郊の San Gabriel Nursery で農業研

修をしました。幼少より海外での生活にあ

こがれていた私はいつか海外に行きたい、

行って生活してみたいという思いがありま

した。大学では国際農業開発学科で国際協

力や世界の食糧問題等さまざまなことを学

びました。

　渡米後は園芸店にて日系人が経営すると

ても大きな会社で研修することになりまし

た。従業員も多くお店と農場をいくつか

持っていて社長は日系２世でした。この会

社にはアメリカ人はもちろん、日本人、メ

キシコ人、中国人、台湾人などいろいろな

人種の人たちが集まって仕事をしていまし

た。私が渡米したころは英語もうまく話せ

ない状態でしかも違う国の人たちでした。

基本的に共通語は英語です。

　しかし、メキシコ人の中にはスパニッ

シュしか話せない人もいてコミュニケー

ションがいろいろと大変でした。しかし、

身振り手振りでなんとか意思の疎通をし

て、仕事をしていました。マネージャーか

らはかなり細かい支持を英語でされるので

いつもコンパクト辞書を身につけて小さな

ノートを持ちわからないことはすぐその

ノートへメモするようにしていました。次

第にみんなと打ち解けていき、帰国前には

大勢の仲間ができました。

研修先の店先（ローズの苗）

バラ畑

研修先の店先（ロローズの苗）

バラ畑

※

※この派遣事業については(社)国際農業者交流協会へお問い合わせください。

ＴＥＬ： ０３-５７０３-０２５１   〒１４４-００５２　東京都大田区蒲田５-３９-２　明治安田生命蒲田駅前ビル６Ｆ

― ３ ―



海外で学んだ大きな力

　仕事の合間に幼少より剣道をしていたの

で近くの剣道道場へ通いました。車を持っ

てない私はいろいろな人にお世話になり、

送り迎えをしてもらったりバスで行ったり

していました。最後には試合にも出させて

いただきその大会で優勝することができま

した。どんな大会であっても優勝すると嬉

しいですね。

　Nursery での研修も私生活でもいろいろ

な人に支えられて頑張れたと思います。そ

の中で非常に多くのことを学ぶことができ

ました。知識や技術だけでなく多くの仲間

やお世話になった人、私にとって経験すべ

てが大きな力になったと思います。

　今回、ニュージーランドへ支部間交流で

行くことができアメリカで学んだ経験を活

かすことができ、また多くの人と出会い、

言葉ではすべて言い表すことができないく

らいたくさんのことを学びました。日本で

はできない経験をし、大きな成長ができた

と思います。愛知大会では体験発表の場を

頂き、現地での活動を伝えることができま

した。

　これからはその経験を活かしてさらなる

成長をしてきたいと思います。

　ＩＰＰＳ-Ｊの支部間交流でニュージーラ

ンドへ行かせていただき感謝しています。

アメリカの剣道の大会で優勝
(大変お世話になった方と一緒に）

私が日本で研修した
岡田さんの蘭をアメリカで発見

蘭展でショーを受賞しているブース（右は社長）

研修先のスタッフの皆さんさん研修先のスタッフの皆さ

いるブース（右は社長蘭展でショーを受賞してい 長）
私が日本で研修した

発見岡田さんの蘭をアメリカで発見

(大変おお世話になった方と 緒に）

― ４ ―



花成の不思議：
植物ホルモンによる制御

（有）バル企画　代表取締役　

特別寄稿特別寄稿

　花成が誘導されるキッカケの要因の１つが、日長変化であることは一般常識です。

日長変化と花成ホルモン？なる仮称物質についての談議が久しく為されていますが、その実

体は未だに尾ッポさえ捕まえられていないと言えましょう。花成ホルモンなる仮称物質は存在

するのでしょうか？花成の始まる生理変化のキッカケは何でしょうか？

　私は、既知の植物ホルモン類のバランス制御による開花コントロールに挑んでいます。

既に、その成果の一部は花卉生産農家に普及しつつあります。本稿ではその成果の実情と、

ここに至る過程で得られた知見と今後の見通しを紹介して、御助言や御批判を戴ければ幸

甚です。

禿　泰雄
かむろ

　限界日長説では、「長日性植物の花成は限

界日長より長い日長条件で誘導され、短日性

植物の花成は限界日長より短い日長条件で

誘導される」と言われています。この学説は、

どうも腑に落ちません。人為的に日長と温度

をコントロールした実験条件では、この説は

或る程度当てはまる成長を示します。

　しかし、自然環境条件下では、長日性に

分類される植物（ホウレンソウ、ナタネ、

ダイコンなど）は、最も日長の短い冬季の

低温期に花成して、早春の気温上昇にとも

なって、春分前から開花が始まります。日

長の長い高温の夏季に花成するものは見当

たりません。高温の夏季は種子で過ごすも

のが殆どです。長日性植物ならば、日長の

長い夏季に成長して花成する植物が多くて

もよいのに。

　一方、短日性に分類される植物（アサガオ、

キク、イネなど）は、最も日長の長い真夏

の高温期に花成が起こります。日長の短い

低温の冬季に花成するものは見当たりませ

ん。低温の冬季は種子で過ごすものが殆ど

です。短日性植物ならば、日長の短い冬季

に成長して花成する植物が多くてもよいの

に。どうしてでしょうか？

　上記の疑問は、次の事実により私は自己

納得しています。【図１】は、２年間に亙って、

東京で測定した結果です。太陽光線の光合

成有効放射を構成する赤色光、緑色光、青

色光の構成比率の季節変動です。変動様相

は､波状の増減パターンではなく、その変動

パターンは極めて特徴的です。赤色光は冬

至に最大ピークを示し、夏至に最低を示し

長日性と短日性の花成誘導における
限界日長説の疑問
長日性と短日性の花成誘導における
限界日長説の疑問

1

季節的日長変化にともなう
太陽光質の劇的な変動
季節的日長変化にともなう
太陽光質の劇的な変動
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図１-１

光合成有効放射の３色（青色 , 緑色 , 赤色）の比率
の季節変動

【図1】

３色の季節変動 （　　青色 ,　　緑色 ,　　赤色）

― ５ ―
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図１-2 

赤色量 / 青色量の比率の季節変動

特別寄稿特別寄稿 花成の不思議：植物ホルモンによる制御

ます。一方、青色光は、夏至に最大ピーク

を示し、冬至には最低となります。緑色光

は通年一定です（文献１,２）。このことが花

成に重要な影響を及ぼしていると想います。

　この変動パターンは、赤道に近づくと殆

どなくなり、高緯度になるほど極端になり、

地理的影響が大きく現れます。即ち、太陽

が天空高く昇る季節や地理的条件では、青

色光比率が高まるのです。太陽の軌道が低

くなる季節や地理的条件では、赤色光比率

が高まるのです。

　長日性と短日性と言われる幼植物類に赤

色光、緑色光、青色光を照射して、花成の早

遅を比較すると、長日性植物は、赤色光照射

で生育や花成が促がされ、青色光照射では

抑えられました。一方、短日性植物類は、青

色光照射で生育や花成が促がされ、赤色光

では抑制されました（【写真１】、 文献１, ２）。

この結果と次の生態は符合します。日本の

自然環境条件下で見られるように、長日性

植物類は、赤色光比率の高い冬季に花成し

て、蕾を抱えたロゼット状態で冬の寒さに

耐え、早春の気温上昇にともなって一気に

茎立ちして、開花結実するのです。そして、

長日性植物類は青色光を好まないため、夏

季は種子で過ごすのでしょう。逆に、青色

光を好む短日性植物類は、青色比率の高ま

る夏期に向けて充分栄養成長して花成し、

秋に実を結び、赤色光比率が高まり、低温の

冬季は種子で越冬する生態を示すことと矛

盾しません。高緯度地帯の植物類は、冬至と

夏至を境にして劇的に変動する太陽光質に

順応して、花成：開花：結実して、次世代へ

の生命の継承の生態を示すのでしょう。

　緯度が低く（赤道に近く）なる程、青色

光比率は高くなるので、青色光を好む短日

性植物は花成し易くなります。例えば、ア

サガオやサツマイモは、栄養成長は不十分

でも、台湾以南では、着花し易くなります。

そして、通年、生育に適した気温と降雨量

の下では、光質の変動パターンは小さくな

るため、季節変動の感受が難しく、低緯度

地方の植物類の栄養成長と花成の生態は、

斉一性を欠くことになるのでしょう。その

代わりに、乾季と雨季の気象変動が、高緯

度地方よりも影響を及ぼしやすくなるので

はないでしょうか？

　上記の知見に加えて、大変興味ある知見は、

長日性植物類は、ＧＡ+ＳＡＢＡ（ジベレリン

＋天然アブシジン酸）の混合散布により、日

長に関わらず、花成誘導されることが判明し

ました。効果的な両剤の組合せ散布濃度巾は

限定的で（【表１】、【写真２】、文献３）、どち

長日性植物は赤色光により、
短日性植物は青色光により、日長に
関わり無く花成が誘導される

長日性植物は赤色光により、
短日性植物は青色光により、日長に
関わり無く花成が誘導される

3

花成は、ＧＡとＡＢＡの
濃度バランス制御によっても、日長に
係わり合い無く花成が誘導できる。

花成は、ＧＡとＡＢＡの
濃度バランス制御によっても、日長に
係わり合い無く花成が誘導できる。

4

長日性と単日性の植物の光質による花成の違い

単日性長日性

青色照射青色照射 赤色照射赤色照射 青色照射青色照射 赤色照射赤色照射

【写真１】

― ６ ―



らかの剤の濃度バランスが高すぎても低すぎ

ても花成効果は見られません。勿論、どちら

かの剤の単独処理でも、効果はありません。

また、効果的な組合せ濃度は、植物の種類に

より異なります。この知見に基づいて、長日

性花卉類での、ＧＡ+ＳＡＢＡ混合散布による

開花促進技術が、花卉生産農家で実用普及

しつつあります（【写真２】）。

一方、短日性植物類では、植物体内のジベ

レリンとアブシジン酸の内生レベルを同時

に低下させる処理を行なうと日長に関わら

ず花成誘導できる可能性が得られました

（【写真４】、詳細未発表）。現在、経済性の

ある剤の選定と、実用的な組合せ濃度を検

討中です。

短日性植物類

で は、ＧＡ+Ｓ

ＡＢＡ混 合 散

布での花成を

早める効果は

認められませ

ん が、花 芽 形

成中の時期に

混合散布する

と、花 芽 分 化

数の増大がみ

られます。【写

真４】のように、水稲では、幼穂形成期に

ＧＡ+ＳＡＢＡの２ -１０ｐｐｍの低濃度混

合液を散布すると、花数(頴果数)が２０％

程度増大して、大きな増収効果がみられま

す（文献４）。東南アジアでは米増産目的で

既に実用されています。日本では、水稲で

のＧＡ実用登録が無いため、残念ながら普

及が見送られています。

長日性花卉類の
ＳＡＢＡ＋ＧＡ混合散布
による花成促進

【写真２】

【写真４】

短日性花卉のＳＡＢＡとＧＡの
植物体内レベル低下作用を
示す物質の混合散布効果

ＳＡＢＡ＋ＧＡ混合散布による
短日性水稲の頴果数増加効果

ＳＡＢＡ＋ＧＡ混合散布によるホウレンソウ花成効果

散布濃度 （ｐｐｍ）

ＳＡＢＡ 　　ＧＡ 

花成株率％ 茎長 ｃｍ

５０
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５０

１０

１０

１０

１０

２

２

２

２

０

０

０

０

５０

１０

２

０

５０

１０

２

０

５０

１０

２

０

５０

１０

２

０

０

０

０

０

０

１００

４０

０

０

１００

１００

０

０

０

０

０

８.１

３.１

０

０

８.８

４.１

１.１

０

６.５

４.４

２.０

０

６.０

３.８

０

０

無処理 混合散布

無処理 混合散布

無処理 混合散布

無処理 混合散布 無処理 混合散布

無処理 混合散布

【表1】

【写真３】
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花成の不思議：植物ホルモンによる制御特別寄稿特別寄稿

　ジベレリンとアブシジン酸レベルが花成

に影響しているとすれば、光質も、これらの

植物ホルモンの作用発現に影響を及ぼして

いると推定されます。この点について検討し

たところ、長日性花卉の青色光による花成の

抑制作用は、ＧＡ+ＳＡＢＡ混合散布により

解除されました（【写真５】、文献５）。青色光

は、長日性植物の内生ジベレリンとアブシジ

ン酸のレベル、または、作用発現力を低下さ

せるのでしょうか？また、短日性植物の花成

にとって、青色光が効果的であることと、ジ

ベレリンとアブシジン酸のレベルを低下さ

せる剤の散布も花成に効果が有ることとは、

興味ある作用性です。ＧＡやＡＢＡの内生レ

ベルや作用発現力に及ぼす光質の影響につ

いての検証が待たれます。

低緯度地帯の果樹類は、日長変動が小さい

ため、斉一な花成開花が得られ難いのです。

このことは、果実収穫の農作業性に影響しま

す。このため、経験的に、アンチジベレリン剤

やエチレン剤などによる花成の促進と斉一

化の方法が為されています。しかし、その効

　ジベレリンとアブシジン酸レベルが花成

に影響しているとすれば、光質も、これらの

植物ホルモンの作用発現に影響を及ぼして

いると推定されます。この点について検討し

たところ、長日性花卉の青色光による花成の

抑制作用は、ＧＡ+ＳＡＢＡ混合散布により

解除されました（【写真５】、文献５）。青色光

は、長日性植物の内生ジベレリンとアブシジ

ン酸のレベル、または、作用発現力を低下さ

せるのでしょうか？また、短日性植物の花成

にとって、青色光が効果的であることと、ジ

ベレリンとアブシジン酸のレベルを低下さ

せる剤の散布も花成に効果が有ることとは、

興味ある作用性です。ＧＡやＡＢＡの内生レ

ベルや作用発現力に及ぼす光質の影響につ

いての検証が待たれます。

低緯度地帯の果樹類は、日長変動が小さい

ため、斉一な花成開花が得られ難いのです。

このことは、果実収穫の農作業性に影響しま

す。このため、経験的に、アンチジベレリン剤

やエチレン剤などによる花成の促進と斉一

化の方法が為されています。しかし、その効

果は限定的であり、樹体や果実品質への影

響も無視できません。ＳＡＢＡの混合利用に

より、従来剤の使用濃度の低下と効果の向

上、樹体への悪い影響（薬害）の低下が認めら

れ、新しい花成コントロール技術の普及が始

まっています（【写真６】）。このように、日長

反応性の低い植物類は、内生植物ホルモン

レベルの微妙な変動により、栄養成長と生殖

成 長 の 変 動 が 生 ず る の で し ょ う。

果は限定的であり、樹体や果実品質への影

響も無視できません。ＳＡＢＡの混合利用に

より、従来剤の使用濃度の低下と効果の向

上、樹体への悪い影響（薬害）の低下が認めら

れ、新しい花成コントロール技術の普及が始

まっています（【写真６】）。このように、日長

反応性の低い植物類は、内生植物ホルモン

レベルの微妙な変動により、栄養成長と生殖

成 長 の 変 動 が 生 ず る の で し ょ う。

ＧＡとＳＡＢＡレベルが
花成コントロールに及ぼす光質の影響
ＧＡとＳＡＢＡレベルが
花成コントロールに及ぼす光質の影響

5

日長反応性の低い植物の植物ホルモン類
による花成コントロールは・・・

日長反応性の低い植物の植物ホルモン類
による花成コントロールは・・・

6

あとがきあとがき

長日性花卉の青色光による花成抑制のＳＡＢＡ＋
ＧＡ散布による抑制解除 

ＳＡＢＡ＋エスレルの混合散布による熱帯果樹類の
開花誘導効果

単色光を１１月５日から毎日１０時間８日間照射。
長日性パンジーの花成は、短波長光（青色）で遅れ、長波長光で早い。
ＳＡＢＡ＋ＧＡ散布で、青色光の抑制は解除され、長波長の影響は小さい。

単色光照射のみ照射前にＳＡＢＡ＋ＧＡ混合散布

　光質の異なるランプや、光質選択性被覆材の

実用化研究も進みつつありますが、その実用は、

施設栽培に限られ、広大な圃場での利用は困難

でしょう。私は、以上のような知見を踏まえて、

既知の植物ホルモン類の作用制御による開花

コントロールの技術開発を目指しています。

1) 禿泰雄 , 遠山隆文 , 岡部勝美 (2002) 新機能光選択性被覆資
材が野菜花卉の生育品質に及ぼす影響 . 農耕と園芸 .９月号 .
76 -79.

2) 禿泰雄 , 遠山隆文 , 岡部勝美 (2003) 新機能の光選択性被覆
資材 . 植物の生長調節誌 .Vol.38, No.1, 72-81.

3)Y.Kamuro,S.Onwana-Agyman and S.Matsui(2001) The promotive 
effects of applying mixtures of (S)-(+)-abscisic acid gibberellin on 
flowering in long-day plants.
  Plant Growth Regulation 33:189D194.

4) 禿泰雄 , 鄭新淑 , 松井鋳一郎 (1996). 天然型アブシジン酸と
ジベレリンの組合せ処理による生育と開花の促進効果（第２
報）：水稲と小麦について . 植物化学調節学会発表要旨 .75 - 
76.

5) 禿泰雄 , 石井征亜 , 山崎敬亮 (1999) 光質制御による短日植
物と長日植物の生育および花芽形成への影響、第 4 報 光質
が植物ホルモン処理効果に及ぼす影響 . 日本生物環境調節
学会 1999 年大会発表要旨 .352 ‒ 353.

無処理

無処理

混合散布無処理混合散布

混合散布

引用文献

【写真５】

【写真６】
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　アメリカフロリダで育成された早生品

種で、国産マンゴーの９割以上がこの品

種です。果皮色が鮮紅色、果肉は黄色で、

繊維が少なく、香りがあり、美味しい品

種です。当農場では、８月中下旬に収穫

する遅い作型のため、糖度は１６～１７

度と大変甘くなります。ＪＡ宮崎経済連

では、糖度１５度以上、完全着色で、３

５０ｇ以上の果実を「太陽のタマゴ」と

いうブランドで販売していますが、認証

されるのは全体の１５％だということ

です。成熟期の日照量の関係から、

収穫期を早めるとどうしても糖度は

高くなりません。

近畿大学附属農場 文室 政彦

マンゴーの品種紹介マンゴーの品種紹介

　平成１８年４月より、２８年間勤めた滋賀県職員を退職し、近畿大学附属農場に勤務しています。当農

場では、有田ミカンの産地にあることから、温州ミカンを約３.５ha 栽培していますが、マンゴー栽培で

も名をはせており、大型ハウス３棟（約３０ａ）で栽培したマンゴーを「近大マンゴー」のブランド名で

販売しています。

　最近、消費者のマンゴー人気の高まりから、

マンゴーの栽培を始める農家が全国的に増えて

います。当農場では、マンゴーの栽培試験とと

もに、繁殖や育種の研究も行っていますので、

当農場で育成した品種を含めて、有望品種を紹

介したいと思います。

アーウィンアーウィン1

マンゴーハウス全景

収穫期の‘アーウィン’収穫期の‘アーウィン’

― ９ ―



マンゴーの品種紹介

　当農場で、金煌（きんこう）という台湾の品

種にアーウィンの花粉を自然交配させて育成し、

２００８年に、国産マンゴー第一号として、品種

登録をしました。愛紅は、アーウィンより１～３

週間収穫期が遅い中生品種で、果皮色は暗赤色、

果肉は黄色、繊維はほとんどなく、多汁で柔らか

いという特性があります。反面、果肉が軟化しや

すいという欠点があります。しかし、学生に食べ

させるとアーウィンよりもおいしいといいます。

現在、日持ちのよい追熟・貯蔵方法を研究し、早

く消費者に果実を届けたいと思っています。

愛　紅愛　紅２

　正確には、スピリット・オブ・７６という名前

の中生品種で、平均糖度が２０度と高く、当たり

外れがありません。着果数を制限すると大玉に

なり、糖度も２２度位まで上がります。果肉は濃

い黄色で、繊維はアーウィンと同程度で、味は

濃厚、大変美味しい品種です。果実の形はアー

ウィンと似ており、果肉もしっかりして、輸送性

や日持ち性も大丈夫です。ただし、果皮色は暗

赤色で、果実の表面に果点と呼ばれる白い斑点

があり、粗く分布しています。外観はアーウィン

よりも劣りますが、甘みが強いことが特長です。

スピリットスピリット３

　果皮色は全体としては黄色ですが、日の当た

る部分は薄いピンク色になります。果肉は濃い

黄色で、繊維はたいへん少なく、味は濃厚です。

この品種も糖度が高いのでおいしく食べられま

す。皆さんも食べられたことがあると思います

が、フィリピンの黄色いペリカンマンゴー（正式

名はカラバオ）に味が似ています。その理由はカ

ラバオとヘイデン（アーウィンの先祖）を両親に

持つからです。中生品種ですが、果実は大きくな

り、毎年よく結実します。果実の輸送性や日持ち

性も良く、果肉が軟化したりする生理障害が少なく、安定して生産ができる品種だと思われます。

案外、作ればリピータのつく品種ではないかと思われます。

エドワードエドワード４
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オーストラリアの園芸を視察して

㈱赤塚植物園　　　藤森　忠雄

　オーストラリアへの旅行の日程を考える際

に、オーストラリア通の大森会員に相談したと

ころ，早速、助言をいただき、ある人物を紹介

いただきました。

　紹介いただいた Mr. Robert Chin（Nursery 
& Garden Industry Victoria） はＩＰＰＳの 会

員でもあり、この業界のことは熟知している方

です。従って、私の要望を聞き、見学の日程を

作成してくれました。また一日は見学に同行し

てくれました。彼は開口一番、２０１１年５月

２７日(金 )－２９日(日)にシドニーでＩＰＰ

Ｓの世界大会を開催するので、日本からも沢

山参加して欲しいので、その旨、みなさんに伝

えてくださいとのことでした。オーストラリア

ではＩＰＰＳの会員が約３００名だそうです。

ここ数年は増加傾向だそうで、大変に羨まし

く思いました。園芸業界の社会的地位が日本

に比べて高いように感じました。そのことが会

員の増加と関係ないでしょうか。

　Mr. Clive Larkman(Past　President　of 
IPPS-Australia region 2005-2007 ) の農場を

訪問いたしました。多種類の園芸植物を生産し

て、卸販売している会社です。実生、挿し木、

組織培養と植物の特性を生かした増殖をしてい

ました。また、驚いたことは母樹園（約１．５

ha）に１０００品種以上の園芸植物を作付けし

て、生育特性の調査や交配をして新しい品種

の作出をしながら、そこがお客様に対しては

見本園としての役割も果たしていることでし

た。日本の生産者ではこのような母樹園や見本

園を持つ人は極限られていて、ほとんどありま

せん。

　Mr.Daniel Mansfield （ＩＰＰＳ- 会 員）の

農場に到着して、駐車場で車から降りると、事

務所から若い彼がニコニコしながらこちらに近

いずいて来たのにはびっくりいたしました。

Mr. Chin からの連絡が功を奏していたことと

思います。この農場は園芸植物の生産者に対

して苗を供給することを主な仕事にしている

会社です。見本園は建設中でしたが母樹園は

広大 ( 約５ha) な面積を持っていました。ここ

でも増殖は実生、挿し木、組織培養と使い分け

て，なかなか高品質のプラグ苗を大量生産し

ていました。

農場見学を通じて感じたことは　

昨年１２月中旬、オーストラリアの植物を輸入すべく、メルボルンへ出掛ました。

今回はその一部を報告いたします。

１）働いている人達が若いことでした。また表

情が大変に明るいことが印象的でした。

２）見本園、母樹園をどこの農場でも大小は別

にして持っていること。

３）苗の生産者と商品の生産者の区別があるこ

とでした。勿論、苗生産から商品生産まで

一貫して行なっている生産者もいましたが。

４）作業を上手に機械化している生産者がいま

した。日本のお茶の刈り込み機を苗のピン

チ用に改造していました。ピンチして、そ

の穂を挿し木に使うというものです。

５）日本のような立派なガラス温室は見ません

でした。台風がないためでしょう。

― 1１―



１

２

３

４

５

６

７

８

９

会長

副会長

副会長

事務・会計理事

編集理事

国際理事

国際理事代理

理事

理事

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

理事

理事

監事

国際交流推進委員

年史編纂委員

理事代理

理事代理

理事代理

理事代理

宮崎大学　農学部　教授

㈱浜松花き　代表取締役

愛媛大学農学部　生物資源学科　助教

南出㈱　代表取締役

㈱アイエイアイ　エコファーム部

近畿大学　生物理工学部　教授

グリーンクラフト　代表

森林総合研究所 森林バイオ研究センター　センター長

㈱花街道　代表取締役

㈱赤塚植物園　執行役員常務 兼 社長室　室長

㈱ベルディ　代表取締役

揖斐川工業㈱　アグリバイオ部　取締役アグリバイオ部長

㈱山陽農園　代表取締役

㈱王健　代表取締役

兼弥産業㈱　事業本部　取締役部長

静岡県立農林大学校

ＩＰＰＳ-Ｊ 第八期理事・監事・役員・理事代理名簿 （２０１１.１.１～２０１２.１２.３１） ＩＰＰＳ-Ｊ 第八期理事・監事・役員・理事代理名簿 （２０１１.１.１～２０１２.１２.３１） 

ニュースレターへの原稿大募集

ニュースレター担当：藤森忠雄

会員相互の情報交換の場として、このニュースレターをご利用ください。
気軽に投稿していただければ幸いです。ご投稿を心からお待ちしています。

手描き文章はもちろん、ＣＤ、Ｅメールでも受け付けます。写真も大歓迎です。
原稿内容は１ページあたり１，０００字＋写真２～３枚。顔写真をお忘れなく。

受付窓口

〒５１４-２２９３

三重県津市高野尾町１８６８-３

㈱赤塚植物園　藤森 宛

ＴＥＬ ０５９-２３０-１２３４（代）

ＦＡＸ ０５９-２３０-０５７６

Ｅ-ｍａｉｌ ｆｆｃｔｆ＠ａｋａｔｓｕｋａ．ｇｒ．ｊｐ

ＨＰ静岡大会

愛媛大会

BlackBook

　

国際理事会

ＩＰＰＳ活性化

ニュースレター

国際理事会

ＩＰＰＳ活性化

国際理事会

静岡大会

役　職 氏　名 担　当 会　社　・　所　属

明けましておめでとうございます。

新しい年が会員の皆様にとって、輝かしい年になりますようにお祈りいたします。

ニュースレターの編集をこれからもさせていただくことになりました。

最近世界の他の地域のニュースレターを見る機会が増えました。それらに影響を受け、日本のニュースレター

を更に良いものにしなければと思うようになりました。

４２号は原稿の締め切りをしてからオーストラリアヘ出掛けましたので、編集作業が大変に遅れました。１０

月の大会で皆さんに原稿依頼をいたしましたので、早くいただきましたが、会員の皆様にお届けが遅れまし

たことお詫びいたします。

今回、オーストラリアの園芸の生産現場を見学して、感じたことは生産をしている方は是非とも、海外の進ん

だ生産現場を沢山見てほしいということです。そうでないと取り残されてしまいます。その意味でもこの会

は大変に利用価値があります。

今年のＩＰＰＳの世界大会はオーストラリアで開催されます。

どなたか是非ともお出かけ下さい。

編 集 後 記

鉄村  琢哉

鈴木  隆博

大橋  広明

南出  幹生

冨田  正徳

仁藤  伸昌

内田  恵介

石井  克明

佐藤  伸吾

藤森  忠雄

水谷  朱美

遠藤  弘志

大森  直樹

柴田 　勝

青山  兼人

速水  正弘

小池 安比古

以上、今回のオーストラリア見学の一部を報告

させていただきました。

　今回のオーストラリア行きに際して会員の大

森直樹様 ( ㈱山陽農園 )に大変にお世話になり

ました、紙面を借りてお礼を申し上げます。

Mr. Robert Chin（左から３人目）

Mr. Clive Larkman（左から２人目）


